
森の資源をフル
活用するんだね！

　但馬地域は「但馬牛」の原産地で、すぐれた血統を持

つ牛が多く生産されてきました。但馬牛は、山の多い但

馬地域で、昔から、春にはすきを引いてたな田をたがや

し、夏には山に放されて、秋には里に下り、冬には子牛

を産んでくらしてきました。やがて、昭和 40 年代から耕

うん機やトラクターが広く使われるようになったこと

で、牛肉の生産を目的に飼われるようになりました。

　但馬地域には、すぐれた母牛を飼い、子牛を産ませて

市場ではん売する繁殖農家が多いです。

　但馬牛の良さは全国に知られていて、全国各地に買

われていきます。そして、その産地で肥育されておいし

い牛肉になったり、めすは母牛として、よい血統を持つ

子牛を産むことで、各地の牛の肉質の向上などに役立

っています。

　また、肉用鶏（ブロイラー）の生産もさかんです。昭和

30年代に全国に先がけてブロイラーの飼育がはじまり、

冬の産業の少ない但馬中心産業になりました。現在、

県内の肉用鶏の7 2％が、但馬地域で飼われています。

根元が曲がったりします。根元が曲がってしまった木

をどうやって使うかが課題となっていましたが、近年

は発電用の燃料（チップ）として利用されています。

　但馬地域は約 8割が森林で、人工林と天然林がほぼ

同じ割合です。

　香美町や新温泉町は、雪がたくさんふるので、人工

林では、植えた木が雪の重さで折れたりたおれたり、

　一方、天然林は、全国的に貴重なブナ林や実がとち

もちの原料になるトチノキが氷ノ山を中心に広がっ

ていて、大切に保護されています。

　但馬地域は夏は比較的すずしく冬には多くの雪がふりま

す。農業は、中国山地から流れる円山川などの水を利用した

米作りがさかんです。うるち米のコシヒカリは県下の約３割

が作られています。酒米の五百万石、フクノハナ、兵庫北錦な

ども作られています。

　山地を生かし高原野菜作りも行われています。豊岡市、養

父市、新温泉町の高原では、夏でもすずしい気候を利用して、

だいこん、キャベツ、ほうれんそうなどを作っています。

　また、岩津ねぎの産地としても有名であるほか、ピーマン、

二十世紀なしの県内一の産地でもあります。

豊岡市の水田地帯「六方たんぼ」

岩津ねぎ

田んぼにコウノトリが来ているようす
（撮影者 岡 治さん）

　但馬地域ではおいしいお米とさまざまな生きものを同時

に育み、コウノトリも住める豊かな文化・地域・環境づく

りを目指し、「コウノトリ育む農法」に取り組んでいます。

この農法の一番の特ちょうは水管理にあります。冬期間も

田んぼに水を張る冬期湛水や、田植えの1カ月前から田んぼ

に水を張る早期湛水などを行うことで、ほぼ1年を通して田

んぼに水があり、コウノトリの餌となる多くの生きものを

育んでいます。
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　「丹波黒」のえだまめは、黒大豆が固い豆になる前の未熟な豆で

10月中旬頃に多く出回ります。普通の大豆のえだまめとちがい、さ

やの中の豆がむらさき色で粒が大きく、味が良いため人気があります。

　江戸時代から丹波市春日町では大納言と呼ばれる小

豆が作られています。大粒で色つやがよく、煮ても形が

くずれない品質の良い小豆で、昔から京都の和菓子に使

われています。また、畑を一年中利用する工夫として、８

月から１月に小豆を作り、同じ畑で３月から７月にス

イートコーンを作っています。

　丹波地域で作られるくりは粒の大きさ、甘みともにす

ばらしいとひょうばんで、くりと言えば「丹波栗」と言わ

れています。

　昼と夜の温度差が大きいことをいかして、米（コシヒカリ）づくりを中心に、

黒大豆ややまのいも、くり、小豆などの多くの特産物が作られています。

　花では、丹波市山南町で、小ぎくの栽培がさかんで、大

阪や神戸、姫路などの都市部に出荷しています。花のほか

にもこの地域では昔から若松や薬草の栽培もさかんで

す。

　丹波地域で作られるやまのいもは兵庫県のふるさと野

菜の一つで、丸くてごつごつしたいもです。改良を重ね

て、すりおろすとねばりの強い、品質の良いものになって

います。県内の８割以上が丹波地域で作られています。
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　丹波は酪農がさかんであり、酪農家から集めた乳で、

牛乳やヨーグルトを作って出荷しています。

　丹波地域では、秋になると多くの森林でまつたけが生えるため、

森林に入る権利を持った人以外は入ることができない「止め山」に

なります。まつたけは赤松の林に生えますが、今では赤松林で枯れ

た枝や落ち葉をとらなくなり、地面に落ち葉がたまったり、マツク

イムシの被害で枯れたりして、まつたけが生えにくくなっています。

　そこで、落ち葉をとったり、まつたけの菌を植えたりするなど、ま

つたけが生えやすい森林づくりを行なっています。

アマゴの塩焼き養殖されたアマゴ

飼育されている肉用牛

乳用牛の飼育のようす



イカナゴ、シラス、タコ、アジ、マダイ、タチウオ、サワラ、ノリ、ワカメ、トラフグ、ハマチ
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たじ ま うし

の約３割を生産しています。また、牛乳工場で牛乳

やヨーグルトなどを作っています。その量は

200mL の牛乳パックにすると年間約１億３千万本

になります。

　おじいさんの代から乳牛を飼って60年。今では牛も家族のようなもの

だよ。だから牛の気持ちが手にとるようにわかるよ。牛は本当にかわい

いよ。でも、最近牛のえさ代が高くなり、お茶やジュースなどの飲み物も

出てきたから、牛乳の消費が落ちてきたのが、少し心配。それでも牛乳は

体にとてもいいので、また、たくさん売れるようになると信じているよ。

だから、みんなも牛乳をたくさん飲んで、元気な子になってね。

　肉用牛の繁殖農家は淡路地域の全域にあります。県内の但馬牛の半分以上がこ

こで生まれています。育てられた子牛は島内の家畜市場でせりにかけられ県外に

も売られ松阪牛、近江牛などになるものもあります。また、淡路地域で産まれて、

淡路地域で引き続き肥育された牛は、淡路ビーフとして出荷されています。

か所が選ばれています。特に慶野松原は、万葉集の中にも出てきており、今でも、

淡路地域の重要な観光地として多くの観光客でにぎわっています。

　淡路の森林は、約９割が天然林です。天然林

に生えているウバメガシという木を使い、う

なぎのかば焼きなどによく使われる火力が長

続きする備長炭という炭を作っています。

　また、淡路地域には美しい松林がいくつも

あり、「日本の白砂青松１００選」（社団法人日本

の松の緑を守る会制定）に慶野松原（南あわじ市）、

吹上の浜（南あわじ市）、大浜公園（洲本市）の３

ホルスタインは白と黒のまだらが特ちょう

牛舎での乳しぼりのようす

放牧のようす牧草の収穫
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そう

　農産物、畜産物、木材、水産物は生産されてから、さまざまな人々や場所を通ってわたしたち

の家庭にとどけられます。最近では、地元の農林水産物を地元で消費する「地産地消」の取り組

みがさかんになっています。

　野菜やくだものなどは農業協同組合（農協、ＪＡ）にあつめられたあと、卸売市場に運ばれ、

「せり」にかけられてからスーパーマーケットなどで売られます。最近は産地直送で届けられ

たり、直売所などで売られたりすることも増えています。

　魚や貝は、漁港にある漁業協同組合（漁協、ＪＦ）などの卸売市場で「せり」などを行い、値段

や売り先が決められます。こうして出荷されたあと、スーパーマーケットや漁協の直売所など

で売られます。消費地の卸売市場でもう一度せりにかけられる場合もあります。

　淡路島の周りには、明石、鳴門、紀淡の３つの海峡があります。海峡とは陸や島に

はさまれて海が狭くなっているところで、明石海峡と鳴門海峡には淡路島と本州・

四国を結ぶ橋がかけられています。これらの海峡は潮の流れが速く、えさになる生

物も多くいて、たくさんの魚があつまるので大切な漁場になっています。

　淡路島では、こうした特徴を生かして、いろいろな漁業が行われています。小型

底びきあみでのタチウオ・ハモ漁、船びきあみでのイカナゴ・シラス（カタクチイワ

シの稚魚）漁のほか、海峡の近くでは、たいつり漁やたこつぼ漁もさかんです。

　また、島内には、とれたての新鮮なイカナゴをかまあげや

くぎ煮にしたり、シラスをちりめんにしたりする加工業者

がいくつもあり、漁の時期には天日干しの作業が見られます。

　淡路島では、ノリ、ワカメなどの海藻や魚の養殖がさかん

です。漁にでられない冬の仕事として始まった淡路市のノ

リ養殖はいかだを海に浮かべる「うきながし」という方法で

行います。

　南あわじ市では養殖したワカメを保存ができる塩わかめ

に加工します。

　また、一年を通じて波がおだやかな南あわじ市の福良湾で

は、トラフグやマダイなどが養殖されています。

　特にトラフグは、通常の養殖期間は２年間ですが、この地

域では約３年間かけて養殖し、「淡路島３年とらふぐ」として

売られています。

小型底びきあみ漁船 ひき縄づり漁船

イカナゴの水あげ

シラスの天日干し

ワカメの収穫

養殖しているトラフグへのえさやり 上：普通の養殖トラフグ（２年もの）
下：「淡路島3年とらふぐ」
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